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ユ
イ
カ

（
１
０
）
→
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１
８
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禁
域
へ
入
り
込
む
少
女

少
女
Ａ

５
才
程
度
→
１
３
才
程
度

少
女
Ｂ

１
０
才
程
度

紳
士

男
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１
．

広
場
（
昼
）

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
る
。

広
場
の
隅
に
は
、
古
び
た
高
い
フ
ェ
ン
ス
。
そ
の
向
こ
う
側

に
は
、
黄
色
い
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
並
木
道
。

ユ
イ
カ
（
１
０
）
、
花
壇
の
淵
に
腰
か
け
て
い
る
。

広
場
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
制
服
姿
の
学
生
た
ち
を
見
て
い
る
。

広
場
に
視
線
を
戻
し
、
一
人
の
少
女
に
目
を
と
め
る
。

少
女
Ａ
（
５
才
程
度
）
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
液
に
ス
ト
ロ
ー
を

浸
し
、
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
く
。

透
明
な
玉
が
い
く
つ
も
空
へ
浮
か
び
上
が
る
。

シ
ャ
ボ
ン
玉
は
フ
ェ
ン
ス
を
越
え
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
へ
と
吸

い
込
ま
れ
る
。

ユ
イ
カ
、
そ
の
行
方
を
目
で
追
う
。

黄
金
の
光
に
触
れ
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
、
は
じ
け
る
。

そ
の
破
片
は
、
消
え
る
こ
と
な
く
、
光
る
塵
と
な
っ
て
イ
チ

ョ
ウ
の
葉
に
降
り
注
ぐ
。

ユ
イ
カ
、
目
を
見
開
く
。
そ
の
瞳
に
黄
金
の
光
が
映
る
。

ゆ
っ
く
り
と
、
フ
ェ
ン
ス
に
近
付
く
。

ふ
い
に
、
手
首
を
つ
か
ま
れ
、
驚
い
て
振
り
向
く
。

少
女
Ａ
が
立
っ
て
い
る
。

ユ
イ
カ
、
目
線
を
合
わ
せ
、
少
女
Ａ
の
頭
を
撫
で
る
。

少
女
Ａ
、
ユ
イ
カ
の
腕
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
手
を
放
す
。

そ
し
て
、
斜
め
掛
け
し
て
い
た
鞄
の
紐
を
強
く
握
る
。

ユ
イ
カ
、
微
笑
む
。

少
女
Ａ
、
子
ど
も
た
ち
の
喧
騒
の
中
へ
と
戻
っ
て
い
く
。

ユ
イ
カ
、
少
女
Ａ
の
後
ろ
姿
を
目
で
追
う
。

広
場
へ
戻
る
た
め
に
歩
き
出
す
。

フ
ェ
ン
ス
を
一
度
振
り
返
る
。

２
．

広
場
（
夕
）

空
は
薄
暗
く
、
人
影
が
ま
ば
ら
に
な
っ
た
広
場
。
遠
く
で
車

の
走
行
音
が
響
く
。

並
木
道
は
夕
日
に
照
ら
さ
れ
、
鮮
や
か
な
黄
金
色
を
放
っ
て

い
る
。
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少
女
Ａ
、
フ
ェ
ン
ス
の
方
を
見
つ
め
て
い
る
。

３
．

フ
ェ
ン
ス
前
（
夕
）ユ

イ
カ
、
一
人
た
た
ず
ん
で
い
る
。

ユ
イ
カ
の
足
元
。
薄
汚
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
の
つ
ま
先
に
泥
。

地
面
に
、
何
度
も
掘
っ
た
跡
。

ユ
イ
カ
、
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
歩
き
だ
す
。

金
網
が
不
自
然
に
め
く
れ
て
い
る
。
子
ど
も
一
人
が
通
れ
る

程
の
穴
。

イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
数
枚
、
こ
ち
ら
側
に
こ
ぼ
れ
出
る
。

ユ
イ
カ
、
恐
る
恐
る
し
ゃ
が
み
込
み
、
穴
を
見
つ
め
る
。

黄
金
の
光
が
、
ユ
イ
カ
の
足
元
を
照
ら
す
。

ユ
イ
カ
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
。

少
し
の
間
。

ゆ
っ
く
り
と
靴
ひ
も
に
手
を
か
け
、
丁
寧
に
ほ
ど
く
。

這
い
つ
く
ば
る
様
に
し
て
、
頭
と
肩
を
穴
へ
入
れ
る
。

片
方
ず
つ
、
靴
を
脱
ぎ
捨
て
る
。

ユ
イ
カ
、
穴
の
向
こ
う
へ
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
に
無
造
作
に
転
が
る
ス
ニ
ー
カ
ー
。

４
．

イ
チ
ョ
ウ
の
並
木
道
（
夕
）

聞
こ
え
て
い
た
街
の
喧
騒
が
消
え
る
。

ユ
イ
カ
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
。

黄
金
の
絨
毯
の
感
触
を
確
か
め
る
よ
う
に
足
踏
み
。
葉
の
音

だ
け
が
響
く
。

視
線
を
感
じ
、
顔
を
上
げ
る
。

黒
服
の
紳
士
が
立
っ
て
い
る
。
動
か
な
い
。

ユ
イ
カ
、
後
ろ
を
振
り
向
き
、
確
認
。

フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
側
。
人
は
行
き
交
っ
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
を
見
る
様
子
は
な
い
。

ユ
イ
カ
、
紳
士
を
見
つ
め
る
。

紳
士
、
無
表
情
。
動
か
な
い
。

ユ
イ
カ
、
歩
き
始
め
る
。

ど
ん
ど
ん
奥
へ
進
む
。
色
の
濃
い
影
が
前
へ
長
く
伸
び
る
。
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先
に
あ
る
木
の
陰
か
ら
、
薄
い
影
が
伸
び
て
い
る
事
に
気
付

く
。

ユ
イ
カ
、
走
っ
て
駆
け
寄
る
。

少
女
Ｂ
（
１
０
才
程
度
）
が
、
満
面
の
笑
み
で
顔
を
だ
す
。

二
人
、
見
つ
め
合
う
。

示
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
同
時
に
吹
き
出
す
。

少
女
Ｂ
、
手
を
差
し
出
す
。

ユ
イ
カ
、
そ
の
手
を
取
る
。

二
人
、
ス
キ
ッ
プ
。
足
音
は
し
な
い
。

く
る
く
る
と
回
る
。

黄
金
の
葉
が
舞
い
上
が
る
。

少
女
Ｂ
、
笑
う
。

少
し
遅
れ
て
ユ
イ
カ
も
笑
う
。

少
女
Ｂ
、
踊
り
始
め
る
。

ユ
イ
カ
も
真
似
て
踊
り
始
め
る
。

ユ
イ
カ
、
突
然
動
き
を
止
め
、
フ
ェ
ン
ス
の
方
を
振
り
返
る
。

フ
ェ
ン
ス
は
見
え
な
い
。

ユ
イ
カ
の
表
情
が
強
張
る
。

少
女
Ｂ
、
ユ
イ
カ
の
顔
を
つ
か
む
。
無
理
や
り
視
線
を
合
わ

せ
る
。

そ
し
て
、
ユ
イ
カ
を
抱
き
寄
せ
る
。

ユ
イ
カ
、
驚
い
た
顔
。

や
が
て
、
ユ
イ
カ
の
力
が
抜
け
、
抱
き
返
す
。

二
人
の
影
が
絡
み
合
い
、
一
つ
に
溶
け
合
っ
て
い
く
。

二
人
の
影
の
縁
か
ら
、
黒
い
粒
子
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
崩
れ
落
ち
、

宙
へ
舞
い
上
が
る
。

二
人
、
再
び
踊
り
始
め
る
。

影
が
全
て
消
え
る
。

二
人
、
笑
顔
の
ま
ま
黄
金
の
絨
毯
の
上
に
倒
れ
込
む
。

ユ
イ
カ
、
少
女
Ｂ
の
肩
に
頬
を
寄
せ
、
瞼
を
閉
じ
る
。

×

×

×

ユ
イ
カ
、
ゆ
っ
く
り
と
目
を
開
け
る
。

少
女
Ｂ
の
姿
が
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

急
い
で
起
き
が
る
。
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少
女
Ｂ
が
い
た
場
所
は
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
が
少
し
沈
ん
で
い
る
。

ユ
イ
カ
、
確
か
め
る
よ
う
に
触
れ
る
。

少
女
Ｂ
の
名
を
呼
ぶ
よ
う
に
大
き
く
口
を
開
け
る
。
音
は
な

い
。

並
木
道
の
奥
に
人
影
を
見
つ
け
る
。

走
っ
て
近
付
く
。

影
の
な
い
子
供
た
ち
が
、
人
形
の
よ
う
に
踊
り
続
け
て
い
る
。

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
。

走
り
出
す
。

足
に
黄
金
の
葉
が
ま
と
わ
り
つ
き
、
走
り
を
邪
魔
す
る
。

前
の
め
り
に
転
ぶ
。

顔
を
上
げ
る
と
、
黒
服
の
紳
士
が
立
っ
て
い
る
。

ユ
イ
カ
、
紳
士
の
服
を
掴
み
、
少
女
Ｂ
が
消
え
た
方
向
を
指

差
し
て
激
し
く
訴
え
か
け
る
。

紳
士
、
表
情
ひ
と
つ
変
え
な
い
。

ユ
イ
カ
、
紳
士
を
突
き
飛
ば
そ
う
と
す
る
が
、
逆
に
し
り
も

ち
を
つ
く
。

ユ
イ
カ
の
目
に
涙
が
滲
む
。

手
で
拭
っ
て
、
顔
を
上
げ
る
。

紳
士
の
後
ろ
、
う
っ
す
ら
と
フ
ェ
ン
ス
の
影
を
見
つ
け
る
。

必
死
で
走
る
。

紳
士
、
ユ
イ
カ
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
。

ユ
イ
カ
、
す
が
り
つ
く
よ
う
に
フ
ェ
ン
ス
に
手
を
つ
き
、
穴

を
探
す
。

穴
を
見
つ
け
、
覗
く
。

穴
の
向
こ
う
に
は
、
灰
色
の
地
面
と
、
自
分
が
脱
ぎ
捨
て
た

ス
ニ
ー
カ
ー
が
転
が
っ
て
い
る
。

ユ
イ
カ
、
安
心
し
た
表
情
。

穴
に
手
を
か
け
、
向
こ
う
側
へ
這
い
出
そ
う
と
す
る
。
し
か

し
、
ユ
イ
カ
の
身
体
が
フ
ェ
ン
ス
を
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
。

さ
っ
き
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
た
は
ず
の
穴
に
、
肩
や
胸
が
、

つ
っ
か
え
て
動
か
な
い
。

ユ
イ
カ
（
１
８
）
、
自
分
の
身
体
を
確
認
す
る
。

手
足
は
長
く
、
節
く
れ
立
ち
、
子
供
特
有
の
丸
み
が
消
え
て
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い
る
。

ユ
イ
カ
、
急
い
で
フ
ェ
ン
ス
の
穴
を
広
げ
よ
う
と
す
る
。

ユ
イ
カ
の
爪
先
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
く
。

何
人
か
の
通
行
人
が
フ
ェ
ン
ス
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
。

ユ
イ
カ
、
何
度
も
フ
ェ
ン
ス
を
掴
み
、
揺
ら
す
。

誰
も
気
付
か
な
い
。

ユ
イ
カ
、
力
が
入
ら
な
く
な
る
。

フ
ェ
ン
ス
に
寄
り
か
か
り
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
見
つ
め
る
。

視
界
が
歪
み
始
め
る
。

５
．

道
（
夜
）

街
の
喧
騒
が
聞
こ
え
始
め
る
。

足
元
の
黄
金
の
絨
毯
が
、
色
を
失
い
、
硬
く
、
冷
た
い
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
へ
と
変
わ
る
。

風
で
舞
っ
て
い
た
黄
金
の
葉
は
、
街
の
ネ
オ
ン
を
反
射
す
る

汚
れ
た
雨
粒
や
踏
み
に
じ
ら
れ
た
ゴ
ミ
へ
と
変
わ
る
。

整
然
と
並
ん
で
い
た
イ
チ
ョ
ウ
の
木
々
は
、
等
間
隔
に
並
ぶ

若
い
少
女
た
ち
の
姿
へ
と
形
を
変
え
る
。

少
女
た
ち
は
、
ス
マ
ホ
の
青
白
い
光
で
顔
を
照
ら
さ
れ
て
い

る
。
誰
も
顔
を
上
げ
な
い
。

ユ
イ
カ
、
そ
こ
に
同
化
す
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
。

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
る
自
分
の
ネ
イ
ル
を
確
認
す
る
。

一
人
の
男
が
、
ユ
イ
カ
に
近
付
く
。

ユ
イ
カ
、
男
の
顔
を
確
認
。
そ
の
場
か
ら
動
か
な
い
。

男
が
ス
マ
ホ
画
面
を
見
せ
る
。

ユ
イ
カ
、
画
面
を
覗
き
込
み
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
自
分
の
髪

を
触
る
。

男
が
催
促
す
る
よ
う
に
顎
で
行
き
先
を
指
す
。

ユ
イ
カ
は
男
の
後
ろ
を
つ
い
て
い
く
。

遠
ざ
か
る
ユ
イ
カ
の
後
ろ
姿
。

ユ
イ
カ
、
一
度
立
ち
止
ま
る
。

振
り
向
こ
う
と
す
る
が
、
や
め
る
。

す
ぐ
に
歩
き
出
す
。

ユ
イ
カ
の
後
ろ
姿
を
見
つ
め
る
制
服
姿
の
少
女
Ａ
（
１
３
才
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程
度
）

肩
か
ら
か
け
た
鞄
の
紐
を
強
く
握
る
。

方
向
を
変
え
、
歩
き
出
す
。

（
お
わ
り
）


